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活
動
な
ど
の

生

活
の

諸
側

面
に

カ

テ

ゴ

ラ

イ
ズ
で

き
な
い

こ

と
を

強
調
す

る
。

そ
の

た
め

、

彼
は
キ
リ

ス

ト

教
宣
教
に

よ

り
先
住

民
の

生

活
が

変
化

し
、

そ
れ
に

伴
い

ア

ダ
ッ

ト
が

消
失

す
る

こ

と
を
危
惧
し
て

い

た
。

一

方

リ

ー

チ

は
、

ア
ダ

ッ

ト
に

関
し

て

信

仰
や

儀
礼
に

は

そ
れ

ほ
ど

注
目

せ

ず、

植
民
地
政
策
へ

の

経
済
的
効
果
に

重
き
を
お
い

た

視
点
が

う
か

が
え

る

の

で

あ
っ

た
。

し

か

し
な
が

ら、

ハ

リ
ソ

ン

は
、

ア

ダ

ッ

ト

の

中
に

も

良
い

も
の

悪
い

も
の

が

あ
る

と

考
え
て

お

り、

ア

ダ

ッ

ト

の

保

存
と

消
失

に
対
し
て

は
、

ジ
レ

ン

マ

を
抱
え
て

い

る

こ

と
も
ま
た

う
か
が
え
る

の

で

あ
っ

た
。

タ

イ

上

座
仏
教
と

行
政
事
業

矢

　
野

　
秀
　
武

　
一
　

は
じ

め
に

　

本
発
表
で

は
、

中
心
的
事

例
と
し

て

タ

イ

教
育
省
の

事
業
で

あ
る

仏
教

式
学
校
事
業

、

そ
の

比
較
事
例
と
し
て

他
の

省
庁
が

行
っ

て

い

る

宗
教
関

連
事
業
に

言
及
す
る

。

本
校
の

目
的
は
こ

れ
ら
の

事
例
を

官
制
仏
教
と

い

う
視

点
か

ら

と
ら
え
、

サ
ン

ガ

の

仏
教
や

民
衆
の

仏

教
と
は

異
な

る
タ

イ

プ
の

仏
教
が

タ

イ
に

存
在
し

て

い

る
こ

と
を

示
す
こ

と
に

あ
る

。

　
二

　

仏
教

式
学
校
事
業
（
プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
）

仏
教
式
学

校
（
即

8
αq

忌
冨

三
叶

匿

9
邑
タ

イ
教
育

省
基
礎

教
育

委

員
会
事
務
局
内
の

教
育
運
営
イ
ノ

ベ

ー
シ

ョ

ン

開
発
課
が
担
当
す
る
事
業

で
、

二

〇

〇

二

年
｝

二

月
二

五

日
に

始
ま
り

今
日
ま
で

続
い

て
い

る
。

二

〇

〇

六

年
時
点
で

全

国
三

万
二

四
］
］

の

小

中
高

校
の

六一
二

二

％

が

こ

の

事
業
に

参

加
し

て

い

る
。

事
業
企

画
運

営
の

中
心
を
担
っ

た

人

物
と
し

て

は
、

思
想
面
で

は
、

現

代
タ

イ
を
代
表
す
る

学
僧
パ

ユ

ッ

ト
ー

師
、

手

法
の

面
で

は
、

仏
教

式
の

ホ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク
教
育
を
行
っ

て

き
た
私
立
幼

稚
園、

コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

タ

r
と

し
て

は
、

教
育
行
政
官
僚
と

仏
教
大
学
の

学
僧
な
ど
が

あ
げ
ら

れ
る

。

　

仏
教
式
学
校
と
は
、

内
容
に

即
し

て

意
訳
す
れ
ば

「

仏

教
原
理
に

基
づ

く
学
校
」 、
「

仏

教
理

念
に

基
づ

く

教
育
運

営
」

と
い

え
る

も
の

で

あ
り、

学
校
で

仏
教
を

教
え
る

の

で

は

な

く
、

学
内
に

と
ど

ま
ら
ず
家

庭
や

地
域

社
会
や

寺
院
も

学
習
・

教
育
の

場
と
と

ら
え、

様
々

な
教

科
教

育
・

生

活

実
践
に

戒
定
慧
の

三

学
を
応
用
す
る、

仏
教
的
な
ポ

リ
ス一
7
ー

イ

ッ

ク

教
育

で

あ
る

、

　

具
体
的
に

は
、

給
食
な
ど

に

お
け
る

食
育
を

戒
定
慧
に

即
し
て

実
践
す

る

こ

と
、

村
の

生

活
向
上

に

つ

な
が

る

活
動
を

社
会
科
授
業
で

行
い

、

村

人
の

伝
統
に

あ
る

戒
の

実
践
を

学
び、

慈
悲
と

智
慧
の

実
践
に

つ

な

げ
る

と
い

っ

た
こ

と
な
ど
も
な
さ
れ

て

い

る
。

た
だ
し

、

名
目
的
な

参
加
に

と

ど
ま
る

学
校
も
多
く

、

タ
イ
の

学
校
で

以
前
か
ら
一

般
に

行
わ
れ
て

い

る

瞑
想
や

読
経
を
行
う
程
度
も
ケ
ー

ス

も
多
い

。

　

こ

の

よ

う
な

行
政
事
業
が
展
開
さ

れ
た

背
景
に

は
、

一

九

九
七

年
の

通

貨
危
機
の

経
験
か

ら
、

グ
ロ

ー

バ

ル

化
に

対
応
し

た
人

材
育
成
を

重
視
す

る

教
育

改
革
が

行
わ

れ
た

こ

と
と

、

こ

の

教

育
改
革
に

対
し
て
、

知
識
偏

重
や

仏
教
を
軽

視
す
る

傾
向
が

あ
る

と
反
対
意

見
が
出
て

き
た
こ

と
が

あ

る
。

　
三

　
遠
景

　
他
省
庁
の

宗
教
関
連
事
業

　
こ

の

よ

う
な
宗
教
関
係
の

行
政
事
業
は
、

他
の

省
庁
で

も
多
様
な
形
で

行
わ
れ

て

い

る
。

宗
教
関
連
事
業
を

中
心
に

行
っ

て

い

る

の

は
、

国
家
仏

教

庁
と

文
化

省
宗
教

局
で

あ
る

が
、

前
者
は
二

八

事
業
（

二

〇

〇

五

年
）

、
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後
者
は
三
七

事
業

（

二

〇

〇
四
年）

の

宗
教
関
連

事
業
を
持
ち、

こ

れ
以

外
に

教
育
省
そ

の

他
の

国

家
機
関
が

部
分
的
に

宗
教

事
業
を

行
っ

て

い

る
。

つ

ま

り、

仏
教
式
学
校
事
業
は
こ

れ

ら

の

諸
事
業
の
一

つ

に

過
ぎ
な

い
。

一

方、

こ

れ
ら
宗
教
関
連
事
業
は
、

全
体
と

し
て

統
一

さ
れ

た

も
の

で

は

な
い

が
、

全
国
的
に
標
準
化
さ
れ
均
質
的
な
活
動
を
展
開
し

て

い

る．、

　
四

　
結

論

　
本

発
表
で

は
こ

の

よ

う
な

行
政
の

宗
教
（
仏

教
）

事
業
を、

官
僚
を
コ

ー

デ

ィ

ネ
ー

タ

ー

と
し
、

外
部
組

織
と
つ

な
が

り
、

省
益

局
益
と

関
わ
る

多
数
の

行
政
事
業
の

集
合
体
と

と

ら
え

、

国
教
や
国
家
仏
教
と
い

う
用

語

に
代
わ
っ

て、

官
制
仏
教
と

名
付
け
て

い

る
。

こ

れ

は

市
民
宗
教
の

う
ち

為
政
者
・

エ

リ
ー

ト

層
の

仏
教
・

道
徳
・

秩

序
意
識
の

伝
統
と

深
く
か

か

わ
る
も
の

で

あ

り
、

ま
た

、

ラ

イ
シ

テ

が
一

定
の

状
態
で

と
ど

ま
る
状
況

や、

ラ

イ
シ

テ

研
究
で

は

見
落
と
さ
れ
て

き
た

王
制
・

王

権
の

宗
教

性
の

問
題
に

も

関
わ

る

も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

翻
訳
と

布
教

　

　
　
　
タ

イ

に
お

け
る

天

理
教
の

事
例
か

ら
永

　
松

　
和

　
郎

　
日
本
の

新
宗
教
に

お
け
る

海
外
布
教
に

関
す
る

研
究
は

日

本
起
源
の

宗

教
が
異
な
る
文
化

圏
で

の

布
教
活
動
に

お
い

て

ど

の

よ

う
な
プ
ロ

セ

ス

を

経
て

受
容

、

展
開
し

て

い

る

か
を
研
究
対

象
と
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

本

発

表
で

は

そ
れ

ら
の

研
究
で

は
あ
ま
り

扱
わ
れ
て

こ

な
か
っ

た
、

「

翻
訳」

に

注
目

し
、

天

理

教
と
い

う
口

本
起
源
の

宗
教
教

義
が
い

か
に

し
て、

異

文
化
圏
で

翻

訳
さ
れ、

布
教
さ
れ
て

い

る

の

か

を
タ

イ
の

事
例
を
通
じ

て

見
て

行
く
こ

と
で

あ
る

。

　
一

般
的
に

「

翻
訳
」

と
は

「

あ
る

言
語
か

ら
他
の．
言

語
へ
、

思
想、

感

情
な
ど

を
そ
の

ま
ま

量
を

増
減
す
る

こ

と

な

し
に

移
し
運
ぶ
」

と

い

う
意

味
で

あ
る
（
井
上
昭
夫
『

世
界
宗
教
へ

の

道
−
異

文
化

伝
道
入
門
』

日

本

地
域

社
会
研

究
所

、

一

九
八
二
）

。

し
か

し
翻

訳
を
す
る

場
で

の

議
論
は

「
逐
語
訳
と

意
訳
」

「

原

文
重
視
と
訳

文
重

視
」

「

作
者
重
視
と

読
者
重
視
」

な

ど
の

議
論
が

盛
ん

に

行
わ
れ
て

い

た
。

し

か

し

こ

れ

が

宗
教
教
義
の

翻

訳
と
な

る

と

事
態
は

異
な

る
。

宗
教
教
義
の

翻
訳
で

は

聖
典
な
ど

を
翻
訳

す
る

際
に
「

神
の

言
葉
」

と
し

て

の

役
割
が
あ
る
た

め

訳
文
よ
り
原
文
が

重
要
視
さ
れ
る
の

は

当
然
の

こ

と

で

あ
ろ

う
し、

作

者
と

読
者
と
い

う
関

係
性
を
見
て

も
作
者
（
11

神、

教
祖
な
ど
）

を
重

要
視
す
る

の

が

当
然
の

こ

と
と

言
え
よ

う
。

宗
教
に

よ

っ

て

「

翻

訳
」

に

対
す
る

概
念
は

様
々

で

あ
る

。

こ

れ

は

聖

典
、

教
典
な
ど
と

呼
ば
れ

る

書
物
に
対
す
る

態
度
が

異

な
る

か

ら

で

あ
る

。

聖

典
や

教
典
な

ど
は

神
、

教
祖
な
ど

の

言
葉
が
記
述

さ
れ
て

い

る
た

め
、

原
作
者
の

立

場
に

語
学
力
だ

け
で

は

な
く、

信

仰
を

持
っ

て

接
近
し
よ

う
と

す
る

試
み
が
重
要．
と

な
る
で

あ
ろ

う
。

ま
た
こ

の

よ

う
な
試
み

が
教
義
翻
訳
に
対
す
る

態
度
で

あ
り

、

翻

訳
を
行

う
上
で

他

の

翻

訳
と

は

異
な
る

条
件
と

言
え
る

。

　

タ

イ

に

お

け
る

天

理
教
の

布
教
活
動
は
一

九
四一．一
年
に

二

代
真
柱
・

中

山
正

善

二

九
〇

五

−
一

九
六
七
）

の

発
案
に

よ

り
視
察
調
査
と

い

う
形

で

二

名
が

タ
イ

に
五

ヶ

月
間
滞
在
し

た

こ

と

が
最
初
と

な
っ

て

い

る
。

現

在
天
理
教
は
一

九
八
二

年
に

タ

イ

教
育
省
宗
教
局
か
ら

布
教
認
可
証
の

交

付
を

受
け、

文
化
活
動
の

た

め

の

組
織
と

し
て

社
団
法
人
を
設
立
し

活
動

を

展
開
し

て

い

る
。
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